
CONTENTS
宇陀の桜を紹介
まちのわだい
人権コーナー
保健センター情報・子育て支援
市立病院だより
情報コーナー
春モミジ・カエデ観賞会

人 口 総 数 2・3
4～6
7

8・9
10～12
13～27

28

総　数　37,377人
男　　17,913人
女　　19,464人

世帯数　13,203世帯

平平成成2200年年33月月11日日現現在在

宇陀市の「う」の字をモチーフに、大宇陀町・菟田野町・榛原町・室生村の４町村の合併と宇陀市の誕
生を４つの花弁の開花で表し、レッドは活力を、グリーンは豊かな自然を、ブルーは清らかな水をイメ
ージ。全体として宇陀市の魅力と活力あふれる将来像を表徴しています。 Public Information UDA

月号
April

2008（平成20年） N0.28

4

市役所前をスタート（10㎞コース）する選手たち（宇陀シティマラソン：３月16日開催）
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【
期
間
中
の
行
事
内
容
】

○
夜
桜
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時

４
月
５
日
午
後
５
時
30
分
開
演

▼
出
演
者

h
y
o
ta
n
-y
a
m
a

p
ro
ject

・
鍋
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
ほ

か
　
▼
そ
の
他

入
場
無
料
、

物
品
販
売
あ
り
▼
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ

あ
り
▼
駐
車
場
　
な
し
▼

ア
ク
セ
ス

奈
良
交
通
大
宇
陀

高
校
前
　
下
車
徒
歩
５
分

Y
天
益
寺
（
1
83
ー
２
９
０
９
）

◆
桜
街
道
「
水
分
桜
」

昭
和
34
年
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ

り
芳
野
川
が
は
ん
ら
ん
し
尊
い
人

命
や
家
・
田
畑
が
奪
わ
れ
人
々
の

心
に
も
深
い
傷
跡
を
残
し
て
い
き

ま
し
た
。

そ
の
後
、
復
旧
工
事
に
よ
り
河

川
は
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
、
そ

の
喜
び
と
反
面
ま
だ
癒
え
ぬ
人
々

の
心
の
復
興
を
願
い
、
当
時
の
古

広報うだ　２

高
校
前
バ
ス
停
下
車
、
徒
歩
15
分

▼
交
通
規
制

３
月
22
日
〜
４
月

13
日
一
方
通
行
・
駐
車
禁
止
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

【
期
間
中
の
行
事
内
容
】

○
又
兵
衛
桜
ま
つ
り

▼
日
時

４
月
１
日
〜
15
日
▼
内
容

協

賛
団
体
に
よ
る
物
産
販
売
、
観

光
案
内
、
観
光
パ
ン
フ
配
布
▼

そ
の
他

期
間
中
の
１
週
間
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す

（
日
没
〜
午
後
９
時
）

Y
大
宇
陀
観
光
協
会
（
1
83
ー
０

２
５
２
）

◆
天
益
寺
の
桜

大
宇
陀
の
小
高
い
森
の
中
に
立

つ
天
益
寺
と
、
樹
齢
３
０
０
年
と

い
わ
れ
る
し
だ
れ
桜
。
そ
の
本
堂

で
は
、
毎
年
プ
ロ
や
ア
マ
チ
ュ
ア

の
音
楽
家
達
が
集
ま
っ
て
夜
桜
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
他
の
地
域
の

方
に
春
の
宇
陀
市
を
紹
介
す

る
際
、
何
を
紹
介
さ
れ
ま
す

か
。
春
の
風
物
詩
と
し
て
代

表
さ
れ
る
も
の
の
一
つ
が

「
桜
」
で
す
。
た
く
さ
ん
の

花
見
客
を
迎
え
る
桜
や
、
人

目
を
避
け
る
よ
う
に
ひ
っ
そ

り
と
た
た
ず
ん
で
い
る
桜
な

ど
、
宇
陀
市
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
桜
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で

す
か
。
宇
陀
の
桜
は
、
他
の

地
域
と
比
べ
、
若
干
開
花
時

期
が
遅
れ
る
た
め
、
最
後
の

桜
を
満
喫
す
る
場
所
と
し

て
、
多
く
の
花
見
客
に
定
着

し
、
多
く
の
観
光
客
を
迎
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
り
、
桜
の
開
花
に

あ
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
物
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
年
の
う
ち
、
わ
ず
か
数

週
間
し
か
花
を
見
せ
な
い
桜

を
、
ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

※
桜
の
開
花
の
様
子
を
お
伝
え
す

る
た
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

開
花
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

(http://w
w
w
.city.uda.nara.jp/)

岩端の桜《見頃：4月中旬～下旬》

又兵衛桜（本郷の瀧桜）《見頃：4月上旬～中旬》

◆
又
兵
衛
桜
（
本
郷
の
瀧
桜
）

こ
の
桜
は
、
戦
国
の
武
将
と
し

て
活
躍
し
た
後
藤
又
兵
衛
が
こ
の

地
へ
落
ち
の
び
、
僧
侶
と
な
り
一

生
を
終
え
た
と
い
う
伝
説
が
残
っ

て
お
り
、
こ
の
枝
垂
れ
桜
が
残
る

土
地
も
、
後
藤
家
の
屋
敷
跡
に
あ

る
こ
と
か
ら
地
元
で
は
「
又
兵
衛

桜
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
一
説
に
は
樹
齢
３
０
０
年
と

も
い
わ
れ
、
幹
周
り
約
３
ｍ
、
高

さ
13
ｍ
の
見
事
な
桜
で
す
。
ぜ
ひ
、

観
桜
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
料
金

桜
維
持
保
護
協
力
金
１

０
０
円
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
▼
駐
車
場

あ
り【
民
間
・

有
料
（
５
０
０
円
前
後
／
回
）
】

▼
ア
ク
セ
ス

奈
良
交
通
大
宇
陀

イ
ベ
ン
ト
紹
介

天益寺の桜《見頃：4月上旬～中旬》

桜街道「水分桜」《見頃：4月上旬～中旬》



西光寺の桜《見頃：4月中旬》

平井大師山の桜《見頃：4月上旬～中旬》

悟真寺の桜《見頃：4月上旬～中旬》

佛隆寺の桜《見頃：4月中旬》

大野寺の桜《見頃：4月上旬～中旬》

市
場
青
年
団
に
よ
り
現
在
の
桜
が

植
樹
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

４
月
の
開
花
時
期
、
川
面
に
は
、

約
１
０
０
本
の
桜
が
、
ま
る
で
湖

に
映
る
逆
さ
富
士
の
よ
う
に
そ
の

姿
を
映
し
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た

夜
に
な
る
と
街
道
沿
い
に
は
提
灯

が
と
も
さ
れ
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で

浮
か
び
上
が
る
桜
は
幻
想
的
で
見

る
人
の
心
を
魅
了
し
ま
す
。「
水
分

桜
」
・
・
・
。
昔
も
今
も
人
々
の

心
を
和
ま
せ
続
け
て
い
ま
す
。

【
期
間
中
の
行
事
】

○
桜
ま
つ
り

▼
日
時

４
月
５

日
〜
15
日
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
）
▼
場
所

古
市
場
芳
野
川

沿
▼
内
容

バ
ザ
ー
開
催
な
ど

▼
駐
車
場

菟
田
野
多
目
的
駐

車
場
（
４
月
１
日
〜
20
日
ま
で

利
用
可
）
▼
ア
ク
セ
ス

奈
良

交
通
古
市
場
水
分
神
社
前
バ
ス

停
下
車
す
ぐ
▼
そ
の
他

夜
に

は
提
灯
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
桜
が
楽
し
め
ま
す
。

Y
菟
田
野
観
光
協
会
（
1
84
ー
２

５
２
１
）

◆
佛
隆
寺
千
年
桜

佛
隆
寺
の
古
桜
は
、
樹
齢
９
０

０
年
を
超
え
、
県
下
で
最
大
最
古

の
桜
と
し
て
昭
和
58
年
に
県
の
天

然
記
念
物
と
し
て
指
定
を
受
け
、

現
在
で
も
そ
の
樹
勢
に
衰
え
は
な

く
、
毎
年
見
事
な
花
を
咲
か
せ
て

い
ま
す
。
こ
の
桜
の
開
花
に
あ
わ

せ
、
地
元
自
治
会
や
関
係
団
体
協

力
の
も
と
、「
佛
隆
寺
千
年
桜
の
花

見
会
」
と
し
て
、
千
年
桜
を
バ
ッ

ク
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
千
年
桜
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
期
間
中
の
行
事
】

○
佛
隆
寺
千
年
桜
の
花
見
会

▼

日
時

４
月
13
日
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
３
時
▼
場
所

佛
隆

寺
及
び
周
辺
施
設
一
帯
▼
内
容

桜
の
下
コ
ン
サ
ー
ト
、
バ
ザ
ー

販
売
な
ど
▼
駐
車
場

高
井
の

驛え
き

駐
車
場
（
有
料
）
※
会
場
付

近
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
駐
車
場
か
ら
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
▼

ア
ク
セ
ス

奈
良
交
通
高
井
下

車
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
又
は
徒
歩

（
１
・
９
km
）
▼
そ
の
他

開
花

期
間
中
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い

ま
す
（
日
没
〜
午
後
９
時
）

Y
榛
原
観
光
協
会
（
1
82
ー
２
４

５
７
）

◆
西
光
寺
の
枝
垂
桜

樹
齢
３
０
０
年
と
い
わ
れ
る
枝

垂
桜
。
城
之
山
桜
と
命
名
さ
れ
、

寺
の
開
基
と
と
も
に
植
樹
さ
れ
た

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
野
寺
の
枝
垂
桜
の
親
木
と
も
い

わ
れ
、
小
高
い
山
の
中
腹
で
、
大

き
な
枝
を
広
げ
て
咲
く
姿
は
見
事

で
す
。

毎
年
満
開
の
時
期
に
あ
わ
せ
て

地
元
自
治
会
に
よ
り
桜
祭
り
が
開

催
さ
れ
、
バ
ザ
ー
等
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
日
没
か
ら
午
後
10
時

頃
ま
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

と
も
に
日
時
は
確
認
の
こ
と
。

Y
室
生
観
光
協
会
（
1
92
ー
２
０

０
１
）

◆
大
野
寺
の
枝
垂
桜

樹
齢
３
０
０
年
と
い
わ
れ
る
小

糸
枝
垂
桜
２
本
と
、
30
本
の
紅
枝

垂
桜
が
咲
き
乱
れ
、
毎
年
多
く
の

観
光
客
の
心
を
奪
い
ま
す
。
見
事

な
枝
振
り
を
見
せ
る
小
糸
枝
垂
桜

は
、
西
光
寺
よ
り
分
植
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
対
岸
に
刻
ま

れ
た
弥
勒
菩
薩
磨
崖
仏

み

ろ

く

ぼ

さ

つ

ま

が

い

ぶ

つ

が
歴
史
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。

Y
室
生
観
光
協
会
（
1
92
ー
２
０

０
１
）

◆
室
生
寺
の
桜

石
楠
花
で
有
名
な
室
生
寺
も
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
枝
垂
桜
、
山
桜

が
境
内
を
彩
り
ま
す
。
室
生
川
に

か
か
る
太
鼓
橋
付
近
か
ら
眺
め
る

桜
も
き
れ
い
で
す
。

春
の
室
生
の
里
は
、
棚
田
や
桜

を
眺
め
な
が
ら
、
少
し
時
間
を
か

け
て
西
光
寺
、
室
生
山
上
公
園
芸

術
の
森
へ
足
を
の
ば
し
た
り
、
ゆ

っ
く
り
と
し
た
時
間
を
満
喫
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
見
頃
は

４
月
上
旬
。

Y
室
生
観
光
協
会
（
1
92
ー
２
０

０
１
）

３　広報うだ　２００８.４



広報うだ　４

健
康
講
演
会

３
月
９
日
、
市
文
化
会
館
で

「
第
１
回
健
康
講
演
会
〜
楽
し
く
知

ろ
う
メ
タ
ボ
退
治
〜
」
を
開
催
し
、

約
３
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
「
健
康
が
変
わ
る
！
」
で

は
、
講
師
の
山
本
幸
重
さ
ん
（
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
参
与
）

が
、
４
月
か
ら
「
高
齢
者
の
医
療

の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

今
ま
で
市
で
実
施
し
て
い
た
基
本

健
診
に
変
わ
り
、
40
歳
か
ら
75
歳

未
満
の
人
に
は
医
療
保
険
者
が
実

施
す
る
「
特
定
検
診
」
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
劇
団
円ま

ど
か

」
に
よ
る
健
康

劇
「
桃
太
郎
の
メ
タ
ボ
退
治
」
で

男
女
共
同
参
画
講
演

会３
月
２
日
、
室
生
振
興
セ
ン
タ

ー
で
「
市
男
女
共
同
参
画
講
演
会
」

を
開
催
し
、
約
１
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
は
、
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
の
理
念
に
基
づ
き
、

男
女
が
家
庭
、
地
域
、
学
校
、
職

場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
認

め
あ
い
、
支
え
あ
え
る
宇
陀
市
を

め
ざ
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

し
た
も
の
で
す
。

「
真
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
協
力
願
い
た
い
。」
と
の
前

田
市
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、「
笑
い

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
真
の

男
女
平
等
と
は
〜
」
と
題
し
て
、

桂
あ
や
め
さ
ん
（
落
語
家
）
の
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

女
に
落
語
は
で
き
な
い
と
い
わ

れ
る
中
、
あ
や
め
さ
ん
は
、
古
典

は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
桃
太
郎
が
鬼
た
ち
と
健
診

を
受
け
て
、
健
康
の
大
切
さ
に
気

づ
く
物
語
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
医
師
で
落
語
家
で
も

あ
る
立
川
ら
く
朝
さ
ん
に
よ
る
、

健
康
落
語
「
内
緒
の
晩
餐

ば
ん
さ
ん

」
が
披

露
さ
れ
、
登
場
す
る
糖
尿
病
患
者

の
描
写
が
愉
快
で
、
会
場
は
笑
い

の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
榛
原
中
学
吹
奏
楽
部

の
迫
力
あ
る
マ
ー
チ
ン
グ
演
奏
に

大
き
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
講
演
や
劇
な
ど
を

通
し
て
、
改
め
て
医
療
制
度
の
改

正
と
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

落
語
を
し
た
り
、
登
場
人
物
を
女

性
に
換
え
た
り
と
試
行
錯
誤
の
末

に
た
ど
り
つ
い
た
の
が
、
本
当
の

自
分
を
出
し
身
近
な
女
性
を
ネ
タ

に
し
た
創
作
落
語
で
し
た
。「
男
の

落
語
」
に
近
づ
く
よ
り
も
「
女
」

の
ま
ま
で
演
じ
た
方
が
自
然
な
笑

い
を
取
れ
た
そ
う
で
す
。

何
で
も
お
も
し
ろ
い
よ
う
に
考

え
て
、
男
は
こ
う
、
女
は
こ
う
と

い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
感
じ
る
の
で
は

な
く
、
そ
れ
を
自
分
の
特
徴
と
し

て
発
揮
し
て
い
く
。
お
互
い
を
笑

い
に
し
て
、
許
し
て
分
か
り
合
う

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
笑
い
と
と
も
に
伝
え
て

く
れ
ま
し
た
。

市
町
村
対
抗
子
ど
も

駅
伝
大
会
に
出
場

晴
天
と
な
っ
た
３
月
８
日
、
第

３
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大

会（
県
・
県
教
育
委
員
会
主
催
）が
、

馬
見
丘
陵
公
園
（
河
合
町
）で
開
催

さ
れ
35
市
町
村
か
ら
約
４
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

市
か
ら
代
表
選
手
13
人
が
参
加
、

た
す
き
を
つ
な
い
で
全
員
が
完
走

し
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

【
出
場
者
】（
順
不
同
・
敬
称
略
）

池
田
悠
人
、
丸
山
勝
大
、
林
殿
大

輔
、
中
岡
裕
志
、
奥
田
泰
司
、
徳

野
僚
太
郎
、
陣
田
直
、
上
本
美
穂
、

田
口
飛
鳥
、
高
谷
歩
実
、
寺
西
花

織
、
松
本
朋
子
、
稲
垣
百
花
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老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
会
員
の
集
い
」

晴
天
と
な
っ
た
３
月
２
日
、「
は

い
ば
ら
ス
プ
リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
２

０
０
８
」（
市
体
育
協
会
榛
原
支
部

主
催
）
が
、
平
成
榛
原
子
供
の
も

り
公
園
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

家
族
連
れ
や
友
だ
ち
同
士
な
ど

約
３
８
０
人
が
参
加
し
、
歴
史
や

自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー

ス
５
・
５
㎞
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー

ス
14
・
４
㎞
に
分
か
れ
公
園
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
競
技
終
了
後
、
ラ
ッ
キ
ー

タ
イ
ム
賞
の
発
表
が
あ
り
、
素
敵

な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

発
表
を
待
つ
間
、
内
牧
体
育
協
会

の
役
員
に
よ
る
、
う
ど
ん
の
振
る

舞
い
が
あ
り
ま
し
た
。

雪
と
な
っ
た
２
月
13
日
、
総
合

セ
ン
タ
ー
で
「
宇
陀
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
　
会
員
の
集
い
」（
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
）
が
開
催

さ
れ
、
約
５
０
０
人
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

「
会
員
の
集
い
」
に
講
師
と
し

て
前
田
市
長
が
招
か
れ
、「
宇
陀
市

行
政
の
現
状
と
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し

た
。講

演
後
、
前
田
市
長
に
市
政
の

現
状
や
総
合
計
画
の
骨
格
に
つ
い

て
聞
く
な
ど
の
質
疑
応
答
の
時
間

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、「
劇
団
円
」
に
よ
る
漫

才
や
浪
曲
歌
謡
劇
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
会
場
内
は
お
お
い
に
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

救
命
処
置
講
習
会
を

開
催

２
月
12
日
、
天
満
台
東
公
民
館

で
「
緊
急
時
の
応
急
手
当
と
救
命

処
置
講
習
会
」（
天
満
台
東
地
区

子
ど
も
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
主

催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
宇
陀
広
域
消
防
組

合
消
防
本
部
の
協
力
で
、
人
形
を

使
っ
て
心
肺
蘇
生
法
（
人
工
呼
吸

と
胸
骨
圧
迫
）
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用

し
た
救
命
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
を
通
し
て
、
万
が

一
の
事
態
に
遭
遇
し
た
時
の
救
命

に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
外
出
先
で
何
か
事

故
に
直
面
し
た
時
、
役
に
立
つ
こ

と
が
で
き
れ
ば
素
晴
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。
繰
り
返
し
訓
練
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
ね
。」
と
、
語
ら
れ

ま
し
た
。

は
い
ば
ら
ス
プ
リ
ン
グ

ウ
ォ
ー
ク
２
０
０
８

３
月
８
日
、
市
文
化
会
館
で

「
桜
井
宇
陀
歴
史
文
化
講
演
会
」

（
桜
井
宇
陀
広
域
連
合
主
催
）
が
行

わ
れ
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
史
跡

フ
ァ
ン
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
、
千
田
嘉
博
先
生
（
奈

良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科
准
教

授
）
を
招
い
て
、「
戦
国
の
城
か
ら

近
世
の
城
へ
」
と
題
し
て
城
郭
の

変
化
を
た
ど
り
、
城
跡
の
整
備
活

用
例
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
宇
陀
市
の
澤
城
に

ふ
れ
、
平
成
18
年
に
国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
た
宇
陀
松
山
城
に
つ
い

て
も
「
国
の
指
定
に
ふ
さ
わ
し
い

城
郭
で
あ
る
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
近
く
に
あ
る

城
跡
に
よ
り
興
味
を
持
て
た
。
」

「
い
い
講
演
で
、
遠
く
か
ら
聞
き
に

来
た
か
い
が
あ
っ
た
。」
な
ど
好
評

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

歴
史
文
化
文
化
講
演
会

ス
ポ
ー
ツ
少
年
と
楽
し

く
食
育
教
育
で
交
流

２
月
26
日
、
榛
原
東
小
学
校
の

運
動
場
で
、
食
推
事
業
の
一
環
と

し
て
食
育
教
育（
市
食
生
活
改
善
推

進
員
協
議
会
主
催
）を
行
い
ま
し
た
。

「
東
和
ク
ラ
ブ
」
サ
ッ
カ
ー
チ

ー
ム
の
練
習
に
参
加
し
て
、
食
べ

る
こ
と
の
大
切
さ
や
朝
食
の
欠
食

は
な
く
そ
う
な
ど
、
元
気
な
ス
ポ

ー
ツ
少
年
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も

協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

仲
浦
美
好
さ
ん
（
市
食
生
活
改

善
推
進
員
協
議
会
会
長
）
は
、「
元

気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
に
、
私
た

ち
も
元
気
を
い
た
だ
き
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
ス
ポ
ー

ツ
、
勉
強
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ
る

こ
と
に
期
待
し
な
が
ら
、『
あ
り
が

と
う
』
の
気
持
ち
が
持
て
た
い
い

朝
で
し
た
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。



「
第
１
回
宇
陀
シ
テ
ィ

マ
ラ
ソ
ン
」
開
催

晴
天
と
な
っ
た
３
月
16
日
、「
第

１
回
宇
陀
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
」（
宇

陀
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

主
催
）
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
約

１,
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

宇
陀
市
役
所
前
を
ス
タ
ー
ト
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
１
㎞
、
２
㎞
・
３

㎞
・
10
㎞
の
４
部
門
で
開
催
さ
れ
、

日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮
す
る
人

や
参
加
者
と
の
交
流
を
楽
し
む
人

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に

宇
陀
路
を
駆
け
抜
け
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
１
㎞
】

▼
園
児
以
下
と
保
護
者
の
部
　
①
東
森

薫
／
夏
輝
②
西
浦
克
博
／
寛
子
③
貝
谷

茂
／
美
佳
　
▼
小
学
生
１
・
２
年
生
と

保
護
者
の
部
　
①
上
西
剛
司
／
貫
太
②

林
一
仁
／
太
陽
③
野
嵜
重
美
／
重
太
　

【
２
㎞
】

▼
小
学
生
３
・
４
年
男
子
の
部
　
①
阪

本
哲
紀
②
原
孝
太
③
森
靖
貴
　
▼
小
学

生
３
・
４
年
女
子
の
部
　
①
礒
田
玲
茄

②
松
崎
未
侑
③
栗
本
薫
　
▼
小
学
生

５
・
６
年
男
子
の
部
　
①
赤
松
駿
②
栗

本
寛
士
③
池
田
悠
人
　
▼
小
学
生
５
・

６
年
女
子
の
部
　
①
矢
追
侑
加
②
森
保

彩
夏
③
武
津
さ
な
え

【
３
㎞
】

▼
中
学
生
男
子
の
部
　
①
福
田
良
太
②

炭
谷
修
登
③
川
崎
有
輝
　
▼
中
学
生
女

子
の
部
　
①
福
西
真
美
②
酒
部
友
理
映

③
桝
本
紗
也
佳
　
▼
高
校
生
男
子
の
部

①
吉
川
朋
希
②
小
嶋
一
博
③
東
平
修

▼
高
校
生
女
子
の
部
　
①
向
井
彩
佳
②

川
上
由
香
梨
③
細
川
舞
　
▼
18
歳
男
子

の
部
　
①
中
西
剛
②
松
本
啓
利
③
錦
幸

伸
　
▼
18
歳
女
子
の
部
　
①
谷
澤
美
代

子
②
小
馬
侑
里
子
③
萩
原
百
合
子

【
10
㎞
】

▼
高
校
生
〜
29
歳
男
子
の
部
　
①
エ
ウ

ゼ
ビ
オ
和
志
②
大
澤
翔
輝
③
松
河
良
隆

▼
高
校
生
〜
29
歳
女
子
の
部
　
①
藤
原

由
利
子
②
枡
谷
優
華
③
寺
田
和
代
　
▼

30
〜
49
歳
男
子
の
部
　
①
番
匠
正
憲
②

奥
坊
恵
典
③
足
立
哲
司
　
▼
30
〜
49
歳

女
子
の
部
　
①
辰
己
多
美
子
②
白
井
直

子
③
大
西
由
美
　
▼
50
歳
以
上
男
子
の

部
　
①
渡
部
良
一
②
藤
村
安
信
③
小
野

塚
孝
　
▼
50
歳
以
上
女
子
の
部
　
①
森

山
さ
と
み
②
蛯
原
能
里
子
③
荒
武
千
恵

子

広報うだ　６

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
で
交

流２
月
17
日
、
三
重
県
伊
賀
市
の

屋
内
ス
ケ
ー
ト
場
で
「
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
教
室
」（
子
ど
も
会
連
合
会

室
生
支
部
主
催
）
が
、
開
催
さ
れ

約
50
人
が
参
加
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
指
導
の
も
と
、
ま
ず
は

氷
に
慣
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

止
り
方
な
ど
の
基
本
を
教
え
て
も

ら
っ
た
後
、
自
由
滑
走
を
楽
し
み

ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
各
単
位
子
ど
も

会
の
交
流
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

自
主
性
や
協
調
性
を
養
う
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
学

校
や
学
年
を
超
え
て
、
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

室
生
区
民
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

２
月
24
日
、「
区
民
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
」（
市
体
育
協
会
室

生
支
部
主
催
）
が
、
室
生
農
林
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
、

８
地
区
公
民
館
に
よ
る
対
抗
戦
で

11
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

気
軽
に
で
き
る
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
は
、
参
加
者
か
ら
も
好
評

で
、
当
支
部
で
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
一
環
と
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

優
　
勝
　
大
野
チ
ー
ム

準
優
勝
　
多
田
チ
ー
ム

３
　
位
　
笠
間
Ａ
チ
ー
ム

西
谷
チ
ー
ム

上
笠
間
で
お
松
明
行

列
を
歓
迎

３
月
12
日
、
名
張
市
か
ら
東
大

寺
の
二
月
堂
へ
「
逹
陀

だ
っ
た
ん

」
の
松
明

を
運
ぶ
行
列
（
伊
賀
一
ノ
井
松
明

講
と
春
を
呼
ぶ
会
の
会
員
）
約
１

１
０
人
が
、
室
生
区
上
笠
間
に
立

ち
寄
り
ま
し
た
。

旧
笠
間
小
学
校
で
、「
笠
間
の
郷

を
思
う
会
」
の
人
た
ち
に
よ
る
豚

汁
の
振
る
舞
い
が
行
わ
れ
、
地
元

の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
行
列
は
、
早
朝
に
名
張
市

の
極
楽
寺
を
出
発
し
、
徒
歩
と
バ

ス
を
利
用
し
て
奈
良
市
へ
向
か
い

ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
か
ら
の
伝
統

を
も
つ
こ
の
行
事
は
、
桧
材
を
１

年
か
け
て
乾
燥
さ
せ
、
翌
年
の
二

月
堂
内
で
行
わ
れ
る
火
の
行
法
の

際
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

福
西
さ
ん
（
笠
間
の
郷
を
思
う

会
会
長
）
は
、「
３
年
前
よ
り
春
を

呼
ぶ
会
の
方
と
の
交
流
か
ら
、
歓

迎
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
こ
の
よ
う
な
行
事
を
通
じ

て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

選手宣誓を行う坂田さん親子



毎月１１日は 
「人権を確かめあう日」です 

「てんいち」とは、てん（英語の１０）と
いち（日本語の１）を合わせた１１（て
んいち）のことで、毎月１１日の人権
を確かめあう日を意味しています。

本
校
の
め
ざ
す
子
ど
も
の
像

の
中
に
「
心
豊
か
な
子
」
と
い

う
項
目
が
あ
り
ま
す
。

開
校
２
年
目
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
級
で
こ
の
目
当
て
に
向
か
っ

て
、
児
童
の
実
態
や
学
年
に
応

じ
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

２
年
生
の
学
級
で
は
、「
友

だ
ち
を
大
切
に
し
あ
う
」
を
大

き
な
目
当
て
と
し
て
、
お
互
い

を
大
切
に
思
い
合
う
心
を
育
む

た
め
の
ひ
と
つ
の
方
法
と
し

て
、
互
い
の
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た

こ
ろ
か
ら
、
今
ま
で
の
生
い
立

ち
を
知
る
と
い
う
学
習
を
１
年

か
け
て
す
る
こ
と
に
決
め
て
取

り
組
み
ま
し
た
。

ひ
と
つ
の
命
を
授
か
っ
た
と

き
か
ら
今
ま
で
、
家
の
人
が
ど

れ
だ
け
の
愛
を
注
い
で
育
て
て

き
て
く
れ
た
か
を
知
れ
ば
、
自

分
も
友
だ
ち
も
大
切
に
す
る
気

持
ち
が
高
ま
る
で
あ
ろ
う
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
「
生
い

立
ち
の
記
」
は
、
誕
生
日
近
く

に
読
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
、
友
だ
ち
の
お
家
の
人
か

ら
の
手
紙
を
聞
く
の
が
楽
し
み

の
よ
う
で
、
じ
っ
と
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
１
学
期
に
は
、
な
か

ま
教
材
に
あ
る
「
ほ
め
ほ
め
ぶ

く
ろ
」
の
学
習
を
し
ま
し
た
。

家
の
人
や
友
だ
ち
に
、
い
い
と

こ
ろ
や
好
き
な
と
こ
ろ
、
が
ん

ば
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
を
書

い
て
も
ら
っ
た
手
紙
を
、
他
の

人
に
紹
介
し
た
り
自
分
の
ほ
め

ほ
め
ぶ
く
ろ
用
紙
に
書
い
た
り

し
ま
し
た
。
ど
の
子
も
、
に
こ

に
こ
顔
で
一
生
懸
命
に
写
し
て

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
花
さ
き
山
」
の

紙
芝
居
を
読
み
、
そ
れ
ぞ
れ
に

心
の
花
を
た
く
さ
ん
咲
か
せ
て

い
く
よ
う
に
が
ん
ば
ろ
う
と
話

し
ま
し
た
。

「
や
さ
し
さ
の
花
」「
が
ん

ば
り
の
花
」
「
が
ま
ん
の
花
」

の
３
つ
の
花
を
提
示
し
、
そ
れ

ら
の
花
を
増
や
し
て
い
く
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
や
さ
し
さ
の
花
の
例
】

○
な
い
て
い
る
子
に
声
を
か
け

て
、
話
を
聞
い
て
か
い
け
つ
し

た
。

○
ひ
と
り
で
い
る
子
を
さ
そ
っ

て
、
あ
そ
ん
だ
。

○
家
の
人
が
い
そ
が
し
い
と

き
、
手
つ
だ
い
を
し
た
。

「
子
ど
も
の
心
を
育
む
道
徳
教
育
」
を

菟
田
野
小
学
校
で
開
催

平
成
２０
年
度
「
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
」
募
集

７
月
の
「
差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
」
に
先
立
ち
、
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。（
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
あ
り
）

募
集
内
容
　
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決
へ
の
取
り
組
み
や
人
権
尊

重
の
重
要
性
を
訴
え
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
内
容

応
募
対
象

県
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
し
て
い
る
、
小
学
生
以
上
の
方

◎
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
と
も
小
・
中
・
高
校
生
は
学
校
名
と
学
年
・
氏

名
を
、
一
般
応
募
者
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
宇
陀
市
内
小
・
中
学
生
は
各
学
校
か
ら
の
提
出
に
な
り
ま
す
。

作
品
規
格

●
ポ
ス
タ
ー

画
用
紙
四
つ
切
り
（
約
39
b
×
54
b
）

で
画
材
は
自
由
　
●
標
語

規
格
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
、
〒
６
３

０
‐
８
５
０
１
　
奈
良
市
登
大
路
町
30
番
地
　
県
人
権
施
策
課
1

０
７
４
２
‐
27
‐
８
７
１
９
（
直
通
）
ま
で

※

詳

し

く

は

、

奈

良

県

人

権

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（http://w
w
w
.pref.nara.jp/jinken/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
・
11
「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」
県
内
一
斉
集
会

日
時
　
４
月
11
日
（
金
）

午
後
２
時
〜
４
時
（
受
付
‥
午
後
１
時
30
分
）

場
所

菟
田
野
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
（
菟
田
野
区
古
市
場
）

内
容

講
演
「
人
権
教
育
の
練
習
問
題
」

講
師
　
吉
田
智
弥
さ
ん
（
な
ら
民
権
友
の
会
代
表
）

テ
ー
マ
　
（
県
内
統
一
）「
世
界
人
権
宣
言
」
採
択
か
ら
60
年

〜
”
人
権
の
街
づ
く
り
”
へ
よ
り
確
か
な
あ
ゆ
み
を
〜

問
い
合
わ
せ

人
権
施
策
課
（
1
82
‐
２
１
４
７
）

ご
参
加
く
だ
さ
い
！
　
〈
手
話
・
要
約
筆
記
あ
り
〉
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菟
田
野
小
学
校
で
、
平
成
19
年
度
「
人
を
思
い
や
り
、
生
命

を
大
切
に
す
る
心
」
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
２
年
生
担
任
の
先
生
に
学
級
の
取
り
組
み
の
一
部

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
相
談

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。（
相
談
無
料
）

相
談
日
時

４
月
23
日（
水
）

午
後
１
時
〜
４
時

相
談
場
所

予
約
の
際
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

予
約

原
則
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
が
、
当
日
対
応
も
可
能
な
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
一
人
50
分
・
１
日
３
人
）

問
い
合
わ
せ

人
権
施
策
課
（
1
82
‐
２
１
４
７
）
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◆親子教室の紹介◆　一緒に子育てしましょう。ぜひご参加ください。

◆大宇陀区子育て支援室（183‐3511）
◎親子教室「にじのひろば」
０歳児から３歳児までの未就園児とその保護者が集い、毎

月１回楽しく交流していま
す。園児と交流したり、戸
外へ散歩にでかけたり、子
どもの健康について専門的
な話を聞いたりと内容は盛
りだくさんです。
◎子育て広場
年２回程度、市内施設に出向いて子育て広場を開催します。
◎子育て相談
子育てやしつけなど子どもに関する悩みについての相談に

応じています。お気軽にご相談ください。
月～金曜日（祝日を除く） 午前８時30分～午後４時30分
◎サークル支援
サークル運営の相談に応じたり、活動場所を提供します。
◎子育て支援室開放日
市内在住の方なら誰でも参加できます。ぜひ遊びに来てく

ださい。親子でお友達をつくり、楽しく子育てしましょう。
開放日　４月11日（金）・16日（水）・23日（水）・30日（水）
開催時間　午前９時30分～11時30分
開催場所　大宇陀幼児園　子育
て支援室

◆菟田野区子育て支援セ
ンター”キッズ”

（184‐3586）
◎親子教室「キッズ」
０歳児から３歳児までの未就

園児とその保護者が交流しています。園児や地域の方との交
流・お話の会・戸外への散歩などの活動を予定しています。
◎子育てひろば
週３回開催します。スタッフやお母さんたちとのおしゃべ

りなど、自由にどんどん遊びに来てください。
◎子育て相談
子育てに不安だったり、心配なことはありませんか。こん

なことぐらいと思わずに、気軽にご相談ください。お電話で
もお待ちしています。
月～金曜日（祝日を除く） 午前８時30分～午後４時30分
◎サークル支援
サークル運営の相談に応じたり、活動場所を提供します。

◆榛原区子育て支援センター（182‐1555）／
榛原北保育園（182‐1143）
◎親子教室「なかよしひろば」
０歳児から３歳児までの未就園児とその保護者が集い、月

１回各年齢別に集います。親子でゆったりと遊んだり、情報
交換をしたりして一緒に子育てしましょう。
◎子育て相談
電話や面談で相談を受けたり、ともに考えたりします。子

育ての悩みを一人で抱えこまず、どんなことでも気軽にご相
談ください。
月～金曜日（祝日を除く） 午前８時30分～午後４時30分
◎園庭開放
榛原北保育園の園庭を開放します。遊びに来てください。
毎月第１土曜日　午前９時～11時30分（雨天中止）
◎サークル支援
サークル運営の相談に応じたり、活動場所を提供します。

◆室生区かんかんくらぶ（児童ふれあい交流促進事業）
（10743‐82‐1847）

室生北児童館で実施しているかんかんくらぶは、出会いと
なかまづくりの場を提供し、親同士・子ども同士の交流を深
めることを目的としています。
生後６カ月以上の未就園児とその保護者が対象です。
５月からそれぞれ月１回ずつ実施します。
★かんかん食事 調理実習と試食会を中心に行います。
★かんかん絵本 絵本の読み聞かせを中心に遠足やミニ運動
会もあります。
★かんかん読み聞かせ 絵本の読み聞かせや手遊び・体ほぐ
しをします。

一時保育サービスをご存じですか？
子育て家庭への支援事業として、市内の保育所

（園）や子育て支援センターでは、宇陀市在住の就
学前の乳幼児を一時的に保育するサービスを行って
います。気軽にご利用ください。
要件 ・保護者の就労、職業訓練、育児におけるリ
フレッシュなど一時的に保育が必要となった時に、
週３日を限度として利用できます。 ・保護者の
病気、通院、出産、看護などの理由で、急に保育
が必要になった時には、１カ月を限度として利用
できます。
保育対象 生後６カ月～小学校就学前の乳幼児（私
立保育所のみ生後３カ月～）
利用日 保育所（園）の開園日
利用時間 〈公立保育所〉午前８時30分～12時30
分／午後０時30分～４時30分

〈私立保育所〉午前７時30分～12時30分／午後
０時30分～６時30分
利用料金 1,000円（半日） 2,000円（１日）
※料金には給食代、おやつ、ふとんリース料が含ま
れています。
実施場所 大宇陀保育所（183‐3511）／菟田野保
育所（184‐3586）／榛原北保育園（182‐
1143）〈子育て支援センター（182‐1555）〉／
私立しらゆり保育園（182‐6300）
申し込み 利用したい保育所（園）に、希望日の１
週間前までに申し込みください。緊急の場合は、
各保育所（園）へご相談ください。
※初めて利用される方は、事前に登録が必要となり
ますので、来園時に印かんと健康保険証の写しを持
参してください。

※親子教室(にじのひろば、キッズ、なかよしひろば)、
かんかんくらぶの詳細は、広報うだ５月号で掲載します。
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■宇陀市F&Gc市民農園　H20
新クラブ会員会員募集
あなたも豊かな自然の中で新鮮で安

全な野菜作りをしませんか。
内容　○市民農園は30G以上で、自分
の希望する面積だけ借りられます。○
野菜や花作りが始めての方でもクラブ
員が作り方を教えます。入会費･利用
料 4月10日eまでに申し込みされた
方はクラブ入会費は無料。利用料は2
割引の10Gあたり月160円で、多面積
割引もあり。
Y花とみどりのクラブ事務局　横山方
（182-2514）
■音楽工房『ごんぼ』花咲コン
サート
「学生時代」「高校三年生」「瀬戸の

花嫁」などを共に歌いながら青春時代
にタイムスリップしませんか。
日時　4月27日a午後1時30分～　会
場　市中央公民館菟田野分館「いきい
きホール」入場料　無料　特別ゲスト
ディープ サウス マウティン ボーイズ
Y京地方（184-2200）
■第3回宇陀市テニス交流会
宇陀市テニス協会が昨年4月に発足

し、第3回目のテニス交流会を開催い
たします。市内でクラブ･個人等でテ
ニス活動をされている方を対象に交流
会（ダブルスのゲーム形式）を行い、
市民間の交流と親睦を図りたい考えて
います。あわせて、初心者へのゲーム
講習会（ダブルスゲーム）も実施します。
日時　4月27日a午前10時～午後4時
（受付は午前9時30分～）場所　大宇陀
ふれあい交流ドーム　参加条件　○原
則として市内在住･在勤の方でテニス
経験のある方　○テニスウェア･シュ
ーズ･ラケットは各自持参　参加料
無料　その他 講習会は午前10時から
12時を予定しています。
Y屋敷方（1 82 -5641）、浦西方
（192-2908）、奥峰方（183-1577）
■第2回宇陀市民ゴルフ大会開
催

5月の3日間にわたり、「宇陀市民ゴ
ルフ大会」が宇陀カントリークラブで
開催されます。奮ってご参加ください。
日時　5月15日e･16日f･17日g 場
所　宇陀カントリークラブ　参加資格
市内在住･在勤の人　申込方法　市教
育委員会、各地域事務所、市内各ゴル
フ場、33ゴルフ練習場に設置されてい
る申込用紙に必要事項を記入のうえ、
申し込みください。（詳しくは申込用
紙裏面の大会要項をご覧ください。）
Y 市体育協会【生涯学習課内】
（184-3473）
■榛原柔道教室”澄心館”受講
生募集
文化庁の伝統文化子ども教室事業

に、我が”澄心館”も採択され実施し
ています。日本古来の柔道を通じ、
個々に応じた技を修得するとともに、
仲間とともに頑張る中で、いろいろな
作法や仲間との強調することの大切さ
を学びます。
稽古日　毎週土曜日午後2時～4時/毎
週日曜日午前9時30分～11時30分　場
所　市総合体育館格技室　対象　幼稚
園･保育園児～中学生
Y三明方（1/582-5341）
■バウンドテニス奈良県交流大
会
県バウンドテニス協会主催の奈良県

交流大会が榛原で開催されます。県内
には全日本で指折りの選手がたくさん
おられます。ぜひ観戦に来てください。
日時　5月11日a午前9時～午後5時
場所　市総合体育館　その他 毎週木
曜日の午前10時～と毎週土曜日の午後
5時～練習を行っています。
Yバンビ宇陀　垣内方（182-4382）
■室生ダムサイトのごみをひら
おう！

日時　4月6日a午前9時～12時（集合:
午前9時）集合場所 室生ダム管理事
務所前　その他 ○ごみ袋は主催者で
用意します。○軍手は各自持参してく
ださい。

Y「I love 宇陀川」連絡会　森下方
（192-2361）
■猟路の桜まつり　開催
今回で10回目となる「猟路の桜まつ

り」は、榛原区
篠楽の宇陀川堤
防約1.8kmに植
樹した約300本
の桜の開花にあ
わせて、地元各
種団体の協力に
より開催してい
ます。本年は植樹20周年となり、より
多くの花見客を迎えたいと頑張ってい
ますので、ぜひご覧ください。
日時　4月20日a午前11時～午後3時
場所　榛原区篠楽地内（宇陀川堤防敷
き）内容　○猟路鍋の振る舞い○青空
市○飲食バザーの出店○句会と俳句の
披講など　その他 夜桜を楽しむため
の雪洞110基も準備しています。なお、
会場周辺に駐車場はありません。
Yささがく猟路の会　林方（182-
0793）
■フラワーバンクで住みよい環
境を！
花に囲まれた潤いのある住みよい環

境づくりをめざし、フラワーバンクを
開設しています。これは、花の種子を
無料で配布し、その花の種の一部をま
た希望する方に配付するものです。
なお、当日、世界一ひまわりコンテ

ストや同カボチャコンテストの受付も
行います。
開設日　4月19日g午前10時～午後3
時　開設場所　植平工業1内フラワー
バンク事務局【大宇陀区大東203-1】
その他 先着100名様にサクランボの
苗木をプレゼント
Yフラワーバンク事務局【植平工業1

内】（183-3011）
■「榛原観光ボランティアガイ
ドの会」会員募集
榛原観光協会では、榛原を訪れる皆

さんに、町の文化や歴史などの案内を
行ってくれる観光ボランティアガイド
の会員を募集しています。
対象者　榛原区内在住･在勤･在学の16
歳以上で、観光案内に熱意がある人
その他 詳しくはお問い合わせくださ
い。
Y榛原観光ボランティアガイドの会世
話役　大西方（182-2211【宇陀商
工会内】）

『みんなの掲示板』コーナー



弁護士による福祉専門相談（無料）を行います。相
談を受ける場合、事前申し込みをお願いします。
【4月】

4月16日d 午前10時～12時
市社会福祉協議会
4月8日c ※先着2件のみ

【5月】
5月21日d 午前10時～12時
市社会福祉協議会
5月13日c ※先着2件のみ

※申込先は、それぞれ市社会福祉協議会へ
Y市社会福祉協議会（184-4116）

申込締切
場所
日時

申込締切
場所
日時

精神科医による専門相談（家族に認知症の症状がで
てきた、問題行動があるなど）を行います。相談を受
ける場合、事前申し込みをお願いします。
【4月】

4月21日b 午後2時～4時
市社会福祉協議会
4月14日b ※先着2件のみ
市社会福祉協議会

Y市社会福祉協議会（184-4116）
申込先
申込締切
場所
日時

ご家族、保護者、ご本人のご相談を個別に受けさせ
ていただきます。

4月9日d 午後2時～5時
市役所　211会議室

宇陀市以外でも下記のとおり相談会を行っています。

Y学校法人神須学園若者自立塾室生館（192-5566）
または商工観光課（182-2457）

場所
日時

4月より消費者相談窓口を開設
します。最近の社会情勢の変化
により、悪徳商法や多重債務で
お困りの方が多発しているとい
われています。窓口相談のほか、
電話による相談も行っています。
お気軽にご利用ください。専門
員が適切な指導助言を行います。
【4月の予定】

4月7日･14日･21日･28日の毎週月曜日　午
後1時～4時

市役所　211会議室
182-2457

※相談窓口は毎週月曜日の午後（祝祭日と重なる場合
は中止）に開設しています。（専門員の都合により、
中止となる場合があります。）
Y商工観光課（182-2457）

受付電話番号
場所

日時

『宇陀市ホットニュース』相談コーナー
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市文化体育事業団では、さまざまな教室を開催して
います。参加してみませんか。
申込期日　4月10日eまで（火曜日･祝日を除く）
午前9時～午後5時

※竹工芸教室は、随時受け付けています。
申込場所　市榛原総合センター
◆パン教室
日時 6月～翌年3月までの第1･3水曜日と金曜日
午前10時～午後1時

場所 市榛原総合センター　調理室
講師 東　正美氏
受講料 2,000円（材料費別途）
募集人数 各20名（申込人数が少数の場合は水曜日
のみとする）

◆竹工芸教室
日時　4月～翌年3月までの第1･3土曜日　午前9時
30分～11時30分

場所　市榛原総合センター　創作室
受講料　2,800円（工具及び材料代は別途）
◆ステンドグラス教室
日時　4月～翌年3月までの第1･3日曜日　午後1時

30分～4時30分
場所　市榛原総合センター　創作室
受講料　2,500円（工具及び材料代は別途）
◆華道教室
日時　4月～翌年3月まで
○「池坊」第2･4木曜日　午後6時～8時
○「小原流」第1･3土曜日　午前10時～12時
○「未生流」第1･3木曜日　午後6時～8時
○「山村御流」第2･4土曜日　午前10時～12時
場所　市榛原総合センター　和室及び研修室
受講料　2,000円（材料費別途）
◆染花教室
日時　4月～翌年3月までの第2･4月曜日　午後1時
～4時

場所　市榛原総合センター　研修室
受講料　2,000円（工具及び材料代は別途）
※「竹工芸教室」･「ステンドグラス教室」･「華道教
室」･「染花教室」の講師及び募集人数等詳しくは、
広報うだ2月号をご覧いただくか、お問い合わせく
ださい。

Y市榛原総合センター（182-3377）

市文化体育事業団　各種教室受講生募集



があるもの
○その他掲載する広告として適当でないと市長が認
めるもの

◆その他
○広告主が市外の場合の掲載料金は、市内料金の
1.5倍の金額となります。

○「広報うだ」「市ホームページ」「市営有償バス」
などの有料広告も募集しています。詳しくは秘書
広報課までお問い合わせください。（市ホームペ
ージでも掲載しています。）

Y福祉課（182-2236）または秘書広報課（182-
3912）

市では、行政改革の一環として、市の財政収入の確
保を目指すとともに地元企業の活性化を推進すること
を目的に、「広報うだ」や「市ホームページ」を広告
媒体として有料広告事業を実施していますが、新たに
「公用封筒」を広告媒体に加え有料広告事業の拡大を
図ります。ご商売されている方や地元企業の皆様方の
ご利用をお待ちしています。
◆広告媒体のご紹介

◆申込方法
4月1日c～25日fの期間に広告掲載申込書に次の

必要書類を添付し、福祉課へ申し込みください。
○広告掲載しようとする広告の原稿案
○広告主の業務についての資格免許証又は証明書の
写し等

※広告主が市税を完納していることが申込条件
※広告掲載申込書は、福祉課に用意しています（市
ホームページ（http://www.city.uda.nara.jp/）
からもダウンロードできます）

◆掲載できない内容
○法令等に違反する又はおそれがあるもの
○公序良俗に反する又はおそれがあるもの
○政治性又は宗教性があるもの
○思想、信条又は社会問題等の主義･主張をするも
の

○個人又は法人の名刺広告をするもの
○美観風致を害する又はおそれがあるもの
○公衆に不快の念又は危害を与えるもの又はおそれ

桜井宇陀広域連合主催の観光探訪に参加しません
か。スタッフが同行、昼食付きです。

4月22日c 近鉄榛原駅北口:午前8
時45分～9時15分　※雨天決行

近鉄榛原駅北口（出発9:20）→屏風岩公苑
→曽爾高原さくらの館で昼食→曽爾高原散策また
はお亀の湯入浴（入浴料は自己負担）→曽爾高原
ファームガーデン→御杖丸山公園→近鉄榛原駅
（到着予定16:00）※気象等の状況によりコース
変更あり

観光バス（ただし屏風岩までは片道徒歩
30分一部山道あり、完歩できない方のみ送迎あ
り）

参加希望の大人
80人（申し込み多数の場合は抽選）
一人2,500円（当日徴収･参加記念粗品

進呈、参加費用は交通費･昼食等の一部負担です。）
往復ハガキに申込者（一枚で2名様まで

可）の住所、氏名、年齢、電話番号並びに返信用
の宛名（代表者の住所･氏名）を記入のうえ、4月
10日【必着】までに申し込みください。

〒633-0021 桜井市倉橋2116-2 桜井
宇陀広域連合事務局　観光探訪係

Y桜井宇陀広域連合事務局（10744-44-1444）又は
企画課（182-1362）

申込先

申し込み

参加費用
参加人員
参加対象

交通手段

コース

日時･集合場所

◆ 4月2日d 午前9時～12時
菟田野人権交流センター

◆ 4月9日d 午前9時～12時
室生振興センター

◆ 4月15日c 午前9時～12時
大宇陀体育館和室

◆ 4月16日d 午前9時～12時
宇陀市役所

Y人権相談は人権施策課（182-2147）、行政相談は
総務課（182-1302）

場所
日時
場所
日時
場所
日時
場所
日時

◆ 4月8日c・22日c 午前9時～12時
榛原公民館

◆ 4月9日d 午前9時～午後3時
室生振興センター

◆ 4月15日c 午前9時～11時45分
大宇陀体育館

◆ 月～金曜日（祝日を除く）午前8時30分～午
後5時15分　 市社会福祉協議会

Y市社会福祉協議会（184-4116）
場所

日時
場所
日時
場所
日時
場所
日時

『宇陀市ホットニュース』募集･相談コーナー
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市スポーツ少年団本部では、平成20年度の登録団並びに団員を募集しています。スポーツ少年団は、「子ども
の体力低下の防止･青少年の育成･仲間作り」を目的とし活動を続けています。
小学生から19歳までの方ならどなたでも登録していただけます。下記団体への入団を希望される方は下記代表

者までお問い合わせください。また、新たに登録を希望される団体は生涯学習課へお問い合わせください。

Y生涯学習課（184-3473）

Y生涯学習課（184-3473）

『宇陀市ホットニュース』募集コーナー
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ミニバスケットボール･スプリングスクール参加者募集
青少年の健全育成と市内小学生の親睦を目的とし、

ウインタースクールに引き続き開催いたします。
日時 5月3日g･4日a 午前9時～12時（受付：
午前8時45分～）

場所 市大宇陀体育館
対象者 市内の小学生
持ち物 体育館シューズ（上履き程度）、水筒、タ
オル等

申込み 住所･氏名･電話番号を明記のうえ、4月25

日fまでにFAX又はメールにて申し込みくださ
い。

その他 ○ケガ等発生した場合は応急措置を行いま
すが、その後の責任は一切負いません。○2日間
の参加が基本ですが、1日のみの参加も可能です。

Y生涯学習課（184-3473/584-4089/メールアド
レス：s-gakusyuu@city.uda.lg.jp）



■総合開会式　日時:5月18日a 午前8時30分～　場所:宇陀市総合体育館
■参加資格　市内に在住または、市内に通勤通学している人。
■申込期間　4月1日c～22日c（土･日曜日、祝日を除く）午前9時～午後5時※開催日程により申込期間の違う

種目があります。
■申込方法　「第2回宇陀市民スポーツ大会実施要項」に付いている参加申込書へ必要事項を記入し、生涯学習

課または、各区の中央公民館分館まで申し込みください。また、メールでの申し込みも受付しますので、大
会実施要項を市ホームページからダウンロードし、生涯学習課メールアドレスへ申し込みください（メール
アドレス：s-gakusyuu@city.uda.lg.jp)。なお、大会実施要項は市役所、各地域事務所、市内各体育施設等
へ設置しています。

■注意事項
◎各種目の運営は、監督会議などでの取り決め事項及び各種目の運営委員長の指示に基づき実施します。
◎雨天等で実施が危ぶまれる場合は、大会要項へ記載の競技別連絡先へお問い合わせください。
◎参加者は、各競技の開始30分前には集合してください。
◎選手は、あらかじめ健康診断などを受け、自己の健康に異常のないことを確認してください。万一大会にお
いて負傷した場合の応急処置は主管団体で行いますが、その後の責任は負いません。スポーツ障害保険等に
ついては、市体育協会が一括加入しますが、参加者各人においても別途加入をお願いします。

■第2回宇陀市民スポーツ大会開催種目

『宇陀市ホットニュース』募集コーナー
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『宇陀市ホットニュース』募集コーナー
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産業の活性化･支援を目的に、「市推奨品」として魅
力ある特産品の開発事業を次のとおり募集します。

○市内で生産され
た農林水産物を、市内で加
工し、斬新なアイデアによ
る新規商品の開発であるこ
と。○本市農林水産物の付
加価値向上につながるブラ
ンド化の確立が見込めるこ
と。

市内に住所を有する法人、その他団体及
び個人

申請書に必要書類（事業計画書･事業収
支予算書）を添付のうえ、商工観光課へ提出して
ください。※申請書は商工観光課にあります。ま
た、市ホームページからもダウンロードできます。
（http://www.city.uda.nara.jp/）

4月1日c～5月30日fまで
補助対象経費に対して1/2以内の補助

（上限100万円）
Y商工観光課（182-2457）

経費の補助
申請期間

申請方法

申請資格

申請要件

プール監視員
1午前8時45分～午後4時／2午後4時～

10時
18～40歳くらいまで（高校生不可）
若干名

事業団臨時職員就業規定による
電話連絡の上、履歴書（写真貼付）を4

月14日bまでに、市文化体育事業団へ（火曜日
休館）

Y市文化体育事業団（182-0511）

申込方法
賃金
募集人数
応募要件

勤務時間
職種

◆看護師（正職員）
看護業務（施設利用者の診療補助、保健

衛生管理及び看護など）
若干名

55歳以下の看護師免許の取得者
◆介護職員（パート）

療養階及びデイの介護業務（施設利用者
の食事、入浴、排せつなどの介護）

若干名
50歳以下の方
交通費支給、各種保険制度あり

※申込はいずれも履歴書をさんとぴあ榛原庶務課へ
（随時面接）

Yさんとぴあ榛原（185-2525）

待遇
要件
募集人員

職務内容

要件
募集人員

職務内容

市松山地区まちなみギャラリーの管理及び運営を受
けていただく指定管理者（期間：協定後～平成23年3
月31日）を募集します。
◆施設の名称及び位置
施設の名称 宇陀市松山地区まちなみギャラリー
施設の位置 宇陀市大宇陀区上1994番地
施設の概要 まちなみギャラリーは木造2階建ての
町家風建物で、1階には集会所(休憩室)･厨房施
設･事務室･トイレ･中庭が、2階は芸術作品等の展
示室があります。

◆申込資格
1市内又は市に関係のある法人、その他の団体であ
ること。

2団体又はその代表者が次の事項に該当しないこと
・法律行為を行う能力を有しない者
・破産者で復権を得ない者
・地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第
167条の4第2項（同項を準用する場合を含む）の
規定により、本市における一般指名競争入札等の
参加を制限されている者

・地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の2
第１１項の規定による指定の取り消しを受けたこ
とがある者

・指定管理者の指定を管理の委託とみなした場合
に、地方自治法第92条の2、第142条（同条を準
用する場合を含む）又は、第180条の5第6項の規
定に抵触することとなる者

・国税及び地方税を滞納している者
◆指定管理料
当該施設の管理に要する光熱水費及び警備委託料
等の費用は、市が指定管理料として負担します。

◆申し込みの受付期間及び場所
受付期間　4月1日c～30日d（土･日曜日、祝日を
除く）午前9時～午後5時

受付場所　市まちづくりセンター
※提出書類等は上記施設に設置しています。
◆選定方法　応募資格や提案内容等について、書類審
査及び応募団体ヒアリングの結果を総合的に審査
し、指定管理者の候補者を選定します。

◆その他 提出書類や詳細については、まちづくりセ
ンターまでお問い合わせください。

Y市まちづくりセンター（187-2274）
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『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

■国民年金保険料を『クレジットカード』で
お支払いいただけます
◆クレジットカード支払いについて
クレジットカード支払いは、事前に申込用紙をご

提出いただき、以後、将来の保険料を定期的にカー
ド会社が立替払いし、カード会社からカード会員に
請求する方法です。
・金融機関等の窓口でクレジットカードを直接ご提示、お
支払いいただく方法ではありません。

・過去の未支払い分はご利用いただけません。
◆支払い方法
毎月支払い、1年分支払い（前納）、半年分支払い

（前納）の3通りのお支払い方法があります。
◆対象となる保険料等
・お支払いいただける保険料は、「定額保険料」及び「付
加保険料込みの定額保険料」です。（保険料の一部を免
除されている場合はご利用いただけません。）

・クレジットカード支払いは、口座振替割引が適用されま
せん。

・カード会社へのお支払い回数は、1回払いのみとなりま
す。（分割払いやリボ払い等はご利用いただけません。）
◆申込方法
・クレジットカード支払いをご希望の場合は、「国民年金
保険料クレジットカード納付（変更）申出書」に必要
事項を記入のうえ、お近くの社会保険事務所へご提出
ください。

・「国民年金保険料クレジットカード納付（変更）申出書」
は、社会保険事務所、市役所の国民年金担当窓口に備
え付けてあります。郵送もいたしますので、お近くの
社会保険事務所へご連絡ください。また、社会保険庁
ホームページからダウンロードもできます。
（http://www.sia.go.jp/）
◆その他
・お申し込み後、カード会社に確認を行い、ご利用いただ
けることが確認でき次第、お客様にカード支払い開始
の通知をお送りします。

・カード会社への確認の結果、ご利用いただけない場合が

あります。なお、その際はご利用いただけない旨をご
連絡するとともに、お申込前の支払い方法を継続させ
ていただきます。

・カード名義人の続柄が本人･配偶者以外の場合、電話又
は文書で同意確認をさせていただく場合があります。

・一部対象とならないカードもございます。詳しくはカー
ド発行会社までお問い合わせください。

■国民年金保険料の『学生納付特例制度』に
ついて
日本国内に住む全ての人は、20歳になった時から国

民年金の被保険者となり、保険料の納付が義務づけら
れていますが、学生については、申請により在学中の
保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」が設
けられています。（本人の所得及び在学する学校に一
定の要件があります。なお、家族の方の所得の多寡は
問いません。）
事故や病気等で障害が残った場合で、「障害基礎年

金」を受けるためには、一定の保険料納付要件が必要
ですが、学生納付特例制度の承認を受けている期間は、
保険料納付済期間と同様に当該要件の対象期間になり
ますので、万が一の時にも安心です。
◆申請について　～毎年度、申請が必要です～
お住いの市町村役場の国民年金担当窓口で申請手

続を行っていください。
年金手帳、在学証明書又は学生証の

写し、所得証明書（課税所得がある方で、1月
1日時点の住所と申請時点の住所が異なる場
合）、雇用保険受給資格者証又は雇用保険被保
険者離職票等の写し（課税所得がある方で退職
（失業）を理由に申請する場合）

※社会保険庁から学生納付特例申請書（ハガキ）を
送付された方は、申請書（ハガキ）に必要事項を
ご記入のうえ、ご返送ください。（市役所での申
請手続は不要となります。）

必要なもの

4月1日より入浴日時が変更になります。
木曜日･金曜日･土曜日
月･火･水･日曜日と祝日、12月28日～翌年

1月4日
正午から午後7時

Yぬく森の郷（192-5220）
入浴時間

休館日
入浴日

2月16日付【 】は旧任
■課長補佐級
財務部情報システム課付近鉄ケーブルネットワーク

1派遣（実務研修）樋口裕彦【財務部情報システム課
長補佐】
Y人事課（182-1303）

△
 

◆テーマ　
「交通事故のない　やすらぎの　大和路づくり」
～大和の交通マナーを高めよう～

◆運動の基本
子供と高齢者の交通事故防止

◆運動の重点

１すべての座席のシートベルトとチャイルドシー
トの正しい着用の徹底

２自転車の安全利用の推進
３飲酒運転の根絶
４夕暮れ時と夜間の交通事故防止

Y市交通対策協議会【総務課内】（182-1302）



広報うだ　20

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

Y企画課（182-1362）、榛原地域事務所地域振興課（182-1301）、室生地域事務所地域振興課（192-2001）

身体障害者または知的障害者の方などが所有する軽
自動車等で、もっぱら当該身体障害者の方の通学･通
院･通所、もしくは生業のために運転する軽自動車は、
軽自動車税の減免が受けられます。減免を希望される
方は、申請をお願いします。
なお、手帳の交付を受けていても、障害の種類や程

度により減免が受けられない場合があります。
※障害者1名につき減免対象となるのは普通自動車を
含めて1台です。別の車がすでに減免対象になって
いる場合は、申請前にその車の減免を取り消す必要
があります。

※自動車検査証に「自家用」と記載があるものに限り
ます。

○身体障害者等手帳（または精神障害
者保健福祉手帳、戦傷病者手帳、療育手帳）○申
請者の印鑑　○運転される方の運転免許証（写し）
○自動車検査証（写し）

4月23日dまで
Y税務課（182-1306）または各地域事務所地域振興課
申請期限

必要なもの

国民健康保険税は、加入者全員の所得や資産に応じ
て計算します。そのため、国民健康保険の加入者は、
金額に関わらず、前年中の所得の申告が義務づけられ
ており、所得税や住民税が課税されない方も申告が必
要です。
正確な国民健康保険税額の計算や税の軽減措置を受

けるためにも、忘れずに収入の申告をしましょう。
税務課（郵送での受付も可）
印かん、収入等のわかる書類

○確定申告や市民税の申告をし
た方　○給料または年金のみの所得で、市へ支払

申告が必要ない方
持ち物
申告場所

標高600m、8haを超える
広大な鳥見山公園の、新緑
と咲き乱れるツツジの織り
成す華麗なグラデーション
の中で、山開きの祭事をは
じめ大自然の中でのイベン
トを数多く取り揃え、花見
やハイキングで訪れる方を
お迎えします。多数のご来場をお待ちしています。

4月29日（祝）午前10時～午後3時30分※雨
天の場合は、山開き祭事のみ開催

鳥見山公園一帯
○山開き祭事（午前10時～）･･･つ

つじの記念植樹　○イベント（午前10時30分～
午後3時30分）･･･山の音楽会、ゲーム･アトラク
ション、ボーイスカウトによるアウトドア体験、
ガールスカウトによる野点、模擬店各種
【アクセス】○自然公園の環境保護のため、で

きるだけハイキング（2.5km）でお越しください。
○総合体育館･近鉄榛原駅北口から公園口までの
送迎シャトルバス（ただし、協力金100円が必要、
中学生以下不要、運行時間:午前9時～午後4時）
を利用してください。

【規制】○公園口まで市道区間一般車両通行止め
○公園内駐車場使用不可

【駐車場】市総合体育館駐車場
榛原観光協会

Y榛原観光協会【商工観光課内】（182-2457）
主催

交通

イベント内容
会場

日時

い報告書が提出されている方　○どなたかの扶養
になっている方（違う世帯の方に扶養されている
場合は申告してください。）

Y税務課（182-1306）

◆室生北部線（室生地域事務所⇔下笠間）
【下笠間→室生地域事務所】 【室生地域事務所→下笠間】
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平成19年度より市内の休止対象バス路線（上内牧系
統及び室生線）の運行について、市と奈良交通で協議
を重ねてきた結果、平成20年度においても、現行の運
行路線の見直し（運行時刻の調整、運行回数の減便等）
を行ったうえで、路線バスの運行に係る赤字額を宇陀
市が奈良交通に対して補てんすることにより、継続し
運行することになりました。
【宇陀市からのお願い】

市内には、今回、課題となっている休止対象バス
路線以外にも、「大宇陀線」「古市場線」「榛原ネオ

市営有償バスの運行経路、運行時刻が4月1日から次のとおり変更となりますので、ご利用の際にはお間違いの
ないようご注意ください。
■運行経路の変更

■運行時間の変更

ポリス線」「桜井菟田野線」等の路線バスが運行さ
れていますが、ほとんどのバス路線が不採算路線と
なっています。
また、現時点では黒字運行されているバス路線に

おいても毎年、利用者が減少しており、現行でのバ
ス運行が厳しい状況となっています。今後、市内の
生活交通を維持存続していくためにも「路線バス」
や「市営有償バス」の積極的な利用をお願いいたし
ます。

Y企画課（182-1362）

◆榛原大野線（宇陀市役所⇔室生地域事務所）
【室生地域事務所→宇陀市役所】 【宇陀市役所→室生地域事務所】

◆室生南部線（室生地域事務所⇔黒岩口）
【黒岩口→室生地域事務所】 【室生地域事務所→黒岩口】
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わが家のアイドル募集
お子さんの写真を広報「うだ」に

掲載してみませんか。
お子さんの写真と住所、氏名（ふ

りがな）、年齢、一言メッセージ
（40字程度）及び問合せ先を記入の
上、秘書広報課まで郵送または持参
してください。

平成20年度の狂犬病予防注射を次のとおり行いま
す。狂犬病は人間にも動物にも感染し、ほぼ100％の
割合で死亡し、現代医学でも予防しか方法がありませ
ん。犬を飼う方は、飼い主の責務･社会に対する責務
として必ず犬の登録と予防注射をしてください。狂犬
病予防注射のワクチン有効期間は概ね1年ですから、
毎年予防注射を受けてください。
なお、1月末までに登録されている犬については、1

頭毎に4月上旬に集合注射の通知ハガキを個別に発送
します。通知ハガキは、レイアウトの都合上、住所区
の日程のみを印刷していますが、市内のいずれの実施
場所でも受けていただくことができます。

○登録手数料　1頭あたり3,000円（平成7
年度以降に登録済の犬は不要）
○予防注射代　1頭あたり2,650円　○予防注射
済票交付手数料　1頭あたり550円

飼い犬の登録は、生後90日を経
過した犬が対象。
※飼い犬の登録は、平成7年度から生涯一回登録
となっています。平成7年度以降に登録をして
いない犬は、この機会に必ず登録してください。

※飼い犬が死亡したり、所有者の変更、転出等が
生じた場合は、必ず届出をしてください。

◆大宇陀区

◆菟田野区

登録できる飼い犬

料金

◆榛原区

◆室生区

※詳細や書類の届出等は、環境対策課または各地域事
務所へお問い合わせください。

ごみの分別収集が始まり
ます
家庭ごみの分別が市内全域で統一

され、収集が始まります。
ご家庭にお配りしました冊子、

『家庭ごみの分別と出し方手引き』
をご覧いただき、ご協力をお願いし
ます。
Y環境対策課（182-2202）
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ぬく森の郷
～お風呂(日帰り)・喫茶(食事)～

（192‐5220）

入浴時間　正午～午後7時
入浴料　大人(中学生以上) 300円
　　　　小人(小学生)…… 150円
　　　　幼児………………無　料
営業日　木・金・土曜日
◆喫茶ぬく森〈営業日〉
　月・水・木・金・土曜日
　午前10時30分～午後4時30分

室生区大野3776番地の1

★４月より、入浴の営業日・時間が変わります★

「いきいきタウン」放送中
県内各市の話題をお届けする情報

番組「いきいきタウン」は、奈良テ
レビ放送で毎週土曜日の午後10時10
分～10時25分、毎週日曜日の午前
10時55分～11時10分（再放送）に
放送しています。放送の時間は変更
になる場合がありますので、新聞の
テレビ欄などでご確認ください。
Y秘書広報課（182-3912）

親睦会・お祝・法事など
団体様のご宴会に最適！！

★平日お昼は
　おトクな宴会パック　４,５００円～

バス送迎は
ご相談下さい20名様

　以上

宿泊・宴会　レストラン　日帰り温泉

保養センター　美 榛 苑 　
　　　　　　　　（1８２‐１１２６）

集団資源回収助成金制度とは、新聞や雑誌、ダンボ
ール、古着、ボロなどを持ち寄り、登録業者が回収す
ることで資源の循環を図り、ごみの減量化を促進する
制度で、1kgにつき5円以内の助成金を交付します。
この制度を利用するには事前に登録が必要です。希

望する団体は、事前に登録をお願いします。なお、前
年度で登録されている団体も再度申請書の提出をお願
いします。

○市民で組織し、営業を目的とし
ない団体であること　○1年に2回以上の回収活
動を行う団体であること

20年度の登録業者

利用できる団体

市では、合併処理浄化槽の設置者に助成制度を設け
ています。
合併処理浄化槽とは、河川などの水の汚れの原因に

なる生活排水（台所、風呂、洗濯などの排水）とし尿
を処理･浄化する装置のことです。下水道処理計画区
域外（認可区域外）の人で汲み取り便所から水洗便所
に改修する場合、必ずこの合併処理浄化槽を設置し、
使用することが義務づけられています。
助成は、申し込み順に審査を行い、予算の範囲内で

行います。設置を希望される方はお早めに申し込みを
お願いします。
Y環境対策課（182-2202）

ごみの減量化及び市民のごみに対する意識高揚を図
ることを目的として、市内に住所を有した方で、次の
条件のすべてを満たし、家庭用生ごみ処理機又は処理
容器を設置し、一般家庭の台所から出る生ごみの処理
を行う方に対して、予算の範囲内において申請順に補
助金を交付します。
なお、過去5年以内に当補助金の交付を受けた方は、

補助金を受けることはできません。（旧榛原町及び旧
室生村で過去5年以内に当補助金の交付を受けた方は、
補助金を受けることはできません。）

○近隣の住民、住宅等に迷惑
をかけない処理機等の設置場所を確保しているこ
と　○処理機等によって作られた堆肥の活用を自
ら適正に行えること　○処理機の維持管理を自ら
行えること

補助金の額は、消費税を除いた購入金額
の2分の1の額です。ただし、補助金は次にかか
げる金額が限度額です。

※詳細については、お問い合わせください。
Y環境対策課（182-2202）

補助金額

補助金を受ける要件

3月に配布しましたごみ分別の手引きに誤りがあり
ました。訂正しお詫びいたします。

Y環境対策課（182-2202）
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■あなたのお宝展
人生のなかで、数々の出会いから、自分だけの大切

な「お宝」があると思います。「自分だけの記録」「親
からの授かりもの」「家伝来の品々」など、思い出と
なる「お宝」を展示しています。どうぞご覧ください。

4月13日aまで

■宇陀の桜展《作品募集》
桜シーズンの到来で、宇陀の里にも桜が咲きほこる

季節となりました。見慣れた桜も、写真･絵画･陶芸･
粘土細工･俳句･短歌などに表現され
ると、また一段と違った趣が見られ
ると思います。宇陀の桜にちなんだ
作品を募集するとともに、みなさま
のご観賞をお待ちいたします。

4月25日f～5月25日a

まで
展示期間

展示期間

大宇陀区拾生871（183-0977）
4月の休館日:1･8･15･22･29･30日

4月14日bまで

■手作り作品展《作品募集》
趣味やアイディアを生かした手作りの作品展です。

手芸･小間もの･焼きもの･粘土細工･自然を生かした細
工ものなど、アイディア作品を展示します。みなさま
の出展をお待ちいたします。

6月6日f～7月6日aまで
5月25日aまで作品搬入

展示期間

作品搬入

近鉄榛原駅北側にある高萩台自転車駐車場は、自転
車と250cc以下の
バイクの駐車が可
能となっています。
利用料金と利用

時間は次のとおり
です（休業日は1月
1日のみ）。

※次の方の定期利用は上記金額の半額です。
1身体障害者手帳･療育手帳･精神障害者保健福祉手
帳をお持ちの方

2生活保護法の規定による扶助を受けている方
※利用できる時間は、午前5時～翌午前0時30分です。
Y高萩台自転車駐車場（182-5575）

 

市民活動団体を紹介します（企画課）
団体名　国際交流を進める会
会員数　23名
活動概要　英語指導助手だ
ったエイミー･マロイさん
との出会いから、平成2年、
子どもたち16名をアメリ
カへホームステイさせて
いただきました。異国の文化･習慣などに触れる新
しい経験をし、子どもたちは数多くの楽しい思い出
を作りました。これがきっかけで、アメリカ「ホー
ケンスクール」･イギリス「カウンティーアッパー
スクール」との相互ホームステイが始まり、20年が
経ちます。
私たちの会は、文化、習慣、言葉の違いがある国

の人々と交流をすることにより、人生のプラスにし
てもらおうと友好･親善に努めております。今年は
アメリカの中学生を受け入れ、来年はアメリカへホ
ームステイを予定しております。「子どもをアメリ
カへステイさせたい。」「外国の子どもをステイさせ
てあげよう。」と思っておられる方、ぜひ、ご連絡
ください。

代表者　小河原（榛原区）
連絡先　事務局　丸岡方（1/582-6570）



※講師の都合等
により日時は
変更される場
合 が あ り ま
す。開催時間
など、詳しく
はお問い合わ
せください。

◆グラウンドゴ
ルフ

4月18
日f 午後1
時～　 元気村グラウンド　 100円

◆シャクナゲハイキング参加者募集
5月12日b ふるさと元気村～弁財

天石楠花の丘　 2,000円（弁当･お土産
（わらび）付）

Yふるさと元気村または企画課（182-1362）

参加費
コース日時

参加費場所

日時

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー
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室生区下田口1112（193-4400）
開館時間　午前9時～午後5時

休館日　毎週木曜日

4月の講座は次のとおりですので、ぜひご参加くだ
さい。
◆常設教室

※上記の講座以外にも毎日教室（アトリエ･ギャラリ
ーの見学･体験等）を行っています。

◆楽しむアート特別講座
※いずれの講座も、参加費（材料代など）が必要。

室生区上笠間444-1（197-2215）
開館時間　午前11時～午後4時
休館日　毎週日・月・火曜日

■昼下がりのミニコンサート
午後2時～3時

※4月24日eのみ、むろうコーラス練習のため午後3
時～4時

※都合により、変更する場合があります。

開催時間
■「音楽の森むろうコーラス」「室生どんぐ
り児童合唱団」平成20年度参加者募集中

◆「音楽の森むろうコーラス」
毎月第4

木曜日　午後1
時30分～3時

前期（4
～9月）3,000
円　後期（10
～3月）3,000円

※おやつ代、郵送代など実費としていただくもので
す。

◆「室生どんぐり児童合唱団」
市在住の小学1年生～中学3年生
原則として毎月第2土曜日　午後1時30分

～3時
6,000円（平成20年度分、500円×12カ月）
荒井敦子、ピアニスト　福家明世･大山理保

（音楽の森スタッフ）
Y音楽の森ふれあい館又は企画課（182-1362）

指導
年会費

活動日
対象者

参加費

活動日

まちなみギャラリー
休館日　　毎週水曜日
開館時間　午前10時～午後5時

■市生涯学習課による『日本画展
（複製絵画）』

4月1日c～27日a

※入館料　無料



■大宇陀図書館だより
●おはなし会

4月19日g 午前10時30分～　 2階
和室　 ○おはなし　○パネルシアター　○カ
レンダーをつくろう！　他

Y大宇陀図書館（183-0977）【4月の休館日:1･8･
15･22･29･30日】

内容
場所日時
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各宗　石碑　灯籠　あらゆる石材加工販売 

森　井　石　材　工　業 
0６３２‐０２０４　　室生区小原９１の１ 

　　　　電話　０７４３‐８２‐１６３３　 本社工場 

　ＦＡＸ　０７４３‐８２‐１６０２　 

■中央図書館だより
●おはなし会
★すくすくひろば（0～3歳）
※3回とも同じ内容です。

4月8日c、22日c

1午前10時～10時30分
2午前10時45分～11時
15分 3午前11時30分～
12時

★ちゅーりっぷひろば（3歳～） 4月9日d、
23日d 午後2時45分～3時15分

★たんぽぽひろば（6歳～） 4月9日d、23
日d 午後3時30分～4時

★おはなしクラブ　 4月12日g･26日g ○午
前10時30分～11時（3～5歳）○午前11時15分～
11時45分（6～12歳）

●えいが会
4月19日g 午前11時～

Y中央図書館（182-4749）【4月の休館日:7･14･21･
28･29日】

日時

日時

日時

日時

日時

【児童よみもの】
■いたずらぎつね（中川　季枝子　文　山脇　百合子　絵）

明るく、楽しく、ゆかいなむかしばなしを、いきいきとした文
と親しみやすい絵でおくります。「がんとかめ」「ききみみずき
ん」「鬼と三人の子ども」「かみなりのてつだい」など、全部で
12編を収録。

話　題　の　新　刊　図　書

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

【福祉・厚生】
■「働けません。」6つの”奥の手”（湯浅　誠　ほか著）

「働けません。」は意外にあなたのそばにある。貧困を自分のこ
ととしてとらえられるようになった人たちもここ数年の間にふ
えた。「そんなとき、どうするか？」に焦点をしぼり、具体的
な方法論を提示。

図　書　館　だ　よ　り

技術のマツオ
うたの区南都銀行前ＴＥＬＦＡＸ８４‐２２５５

一級時計・認定眼鏡士の店
技能検定・奈良県知事賞受賞

時計・メガネ・補聴器・写真

■こまどりケーブル月額利用料の支払いについて
大宇陀区･榛原区のこまどりケーブルの利用無料期

間（ＩＰ電話通話料を除く）が3月で終了しました。4
月分の月額利用料は、こまどりケーブルより5月中旬
に送付される「利用料振替のお知らせ」のハガキで口
座振替前にご確認いただけます。5月利用分以降は、
プラン変更された場合のみ送付されます。
■ケーブルテレビ加入申込後のＱ＆Ａ（菟田野区･室
生区対象）
予約申込書の提出後のプラン変更はできますか？

予約申込書は本契約書ではありませんので、工事
がおこなわれるまでは変更できます。工事完了後

にプラン変更することもできますが、別途費用が必
要になります。
見積りはいつぐらいになりますか？

早い方で6月中旬から順次見積り訪問を予定して
います。予約申込書に記入いただいた連絡先に、

こまどりケーブルから訪問日程調整の連絡がはいり
ます。一戸ずつの日程調整のため、見積り訪問の連
絡がとれない場合は順番が前後する場合もありま
す。

見積りと同時に工事もするのでしょうか？

見積りと工事は別の日になります。見積り訪問後
に本契約をかわしたうえで、あらためて工事訪問

日の調整の連絡がはいり、工事にかかります。工事
は引き込み工事と宅内工事の2種類があり、それぞ
れ調整します。
補助を受けるためにはどんな条件が必要ですか？

補助対象期間内の予約申込書の提出が必要です。
宇陀市に住民票（外国人登録）があり、居住用の

建物に該当する場合は、別に「ケーブルテレビ加入
促進補助金交付申請書」（本契約時に見積り担当者
が持参）を提出いただきます。
補助はどのような方法でされるのですか？

口座振替の際に補助決定額を差し引いて初期費用
の請求がされます。「ケーブルテレビ加入促進補

助金交付申請書」を提出いただいた方には、補助の
対象となった場合、補助決定通知書を工事の際に伺
う工事担当者を通じてお渡しいたします。（非該当
の方にも通知します。）

Y情報システム課（182-2121）

すくすくひろばの様子



安心の純国産畳表

厚生労働大臣認定一 級 技 能 士

吉岡豊司・吉岡逸人

宇陀市大宇陀区上茶２０９２番地
（宇陀市松山重伝建地区）

電話　０７４５‐８３‐１７６３
日曜・祝日も営業致しております

トリミ眼科
日本眼科学会認定　眼科専門医

　　眼科一般診療（アレルギー・白内障・緑内障など）
　　網膜レーザー治療（糖尿病網膜症・網膜剥離など）
　　後発白内障手術・各種コンタクトレンズ処方

診
療
科
目

AM9:00～12:00

PM3:00～  6:00

http://www.eonet.ne.jp/ torimi/

月

◎

火

◎
△

水

◎
◎

木

◎
◎

金

◎
◎

土

◎
日祝

／
／

診療時間

◎
／

近鉄大阪線

宇陀市立病院
南都銀行新町局

北口

南口
榛原駅

トリミ眼科
（鳥見保険の横）

～
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『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

戸籍法･住民基本台帳法の一部改正にともない、虚
偽の交付申請を防止し、市民の個人情報を保護するた
め、住民票や戸籍謄抄本などの交付請求時に、窓口に
来られた方の本人確認を実施します。
交付請求の際は、本人であることが確認できる書類

の提示が必要となりますのでご持参ください。
なお、同一世帯外･同一戸籍外（第三者）の方が交

付申請する場合には申請者の本人確認が必要となり、
委任状と本人確認書類をあわせてご持参ください。ま
た、提示の際は必要とする明確な理由を求めます。
（場合によっては資料の提示を求めます。）
ご理解とご協力をお願いします。

5月1日eより

Y市民課（182-2143）

本人確認のための書類一覧
実施開始日

住民票･戸籍謄抄本などの交付請求時に本人
確認書類の提示が必要となります

児童扶養手当とは、母子世帯の自立を促進する目的
で支給されています。平成14年の法律改正により、制
度が見直され、本年4月からその一部（手当額の2分の
1）を支給停止することが決められました。
受給者が5年等経過月を迎えるときは、各受給者へ

事前（約2カ月前）に個人通知を行います。適用除外
に該当する方は、届出書及び必要書類を提出してくだ
さい。審査のうえ、適用除外の決定を行います。

･･･支給開始月の初日から5年を経過
したとき、または、手当の支給要件に該当するに
至った月の初日から7年を経過したとき（認定請
求をした日に3歳未満の児童を監護する受給資格
者にあっては、当該児童が3歳に達した月の翌月
から5年を経過したとき）

○就業している。
○求職活動等の自立を図るための活動をしている。
○身体上または精神上の障害がある。
○負傷または疾病等により就業することが困難であ
る。

○児童または親族が障害、負傷、疾病、要介護状態
等にあり、受給者（母）が介護する必要があるた
め、就業することが困難である。

Y福祉課（182-2236）･各地域事務所地域市民課

支給停止の適用除外要件

支給停止の時期

4月1日より機構改革を行います
行政改革の一環として、4月1日から組織の見直し

を行います。ご理解とご協力をお願いします。
◆各地域事務所の産業建設課が廃止されます。
現在、各地域事務所に設置されている産業建設課は

廃止され、本庁へ統合されることとなりました。
なお、各種相談窓口についてはこれまでどおり地域

事務所でも行いますので、ご利用ください。
Y人事課（182-1303）

市民引換カード（左下）をご利用いただくと、
大人７００円を５００円に、小人３５０円を２５０円に割引
きさせていただきます。
営業時間：午前１０時～午後９時（毎月第２水曜日休館）

(1８３‐４１２６)

アルバイトスタッフ募集中

【入館の諸注意】
・入れ墨・泥酔されている方のご入浴はお断りします。
・館内での事故・盗難に関しては一切責任を負えません
のでご了承ください。

・高血圧・心臓病・動脈硬化・体調の悪い方は医師の指
示を受けてください。

4月より、市民税非課税世帯
の方を対象に初回健診（妊娠判
定）受診料の補助を行います。
これはかかりつけ医のいない
「飛び込み出産」をなくすため、
県下で始まった取り組みです。
初回健診を確実に受けることは「かかりつけ医」を

持つ第1歩であり、妊娠の状態、母体の状態を把握す
るためにも非常に重要です。
何らかの理由で妊娠診断を受けずに悩まれている方

はご相談ください。
Y健康増進課（182-3692）



秘書広報課
企 画 課
人　事　課
総　務　課
危機管理室
管 財 課
財 政 課
行政改革推進室
税 務 課
収 納 課
情報システム課
市 民 課
保険年金課

82-3912
82-1362 
82-1303
82-1302 
82-1304
82-3632 
82-1305
82-3643
82-1306 
82-1352 
82-2121
82-2143 
82-3672

人権施策課
環境対策課
健康増進課
厚生保護課
福 祉 課
長寿介護課
農 林 課
商工観光課
地籍調査課
都市計画課
公 園 課
下 水 道 課
建 設 課

82-2147 
82-2202 
82-3692 
82-2221 
82-2236 
82-3675 
82-3679 
82-2457 
82-5608 
82-5624 
82-3674 
82-5627
82-5638

営 繕 課
監 理 課
出 納 室
議会事務局
農業委員会

宇陀市教育委員会
教育総務課
学校教育課
生涯学習課
人権教育室

宇陀市水道局

82-5642 
82-5658
82-5673 
82-5771 
82-5781

84-2522 
84-3471 
84-3472 
84-3473 
84-3474

82-2185

■ダイヤルイン番号
大宇陀地域事務所宇陀市役所

菟田野地域事務所

榛原地域事務所

室生地域事務所

83-2251

84-2521

82-1301

92-2001

地 域 振 興 課 82-5864

■広報うだ設置場所
◎道の駅宇陀路大宇陀
◎市文化会館
　（火曜日、祝日）
◎菟田野人権交流センター
　（第１・２・４日曜日、祝日）
◎菟田野分館（月曜日、祝日）

◎大和富士ホール（月曜日）
◎市立中央図書館（月曜日・祝日）
◎伊那佐文化センター（月曜日）
◎たかぎふるさと館　
   （月曜日、第１・３火曜日、祝日)
◎榛原保健センター（土・日曜日、祝日）
◎ふれｉギャラリー（火曜日)

◎室生ぬく森の郷（土・日曜日、祝日）
◎市役所［１階ふるさとテラス］
◎各地域事務所
　市役所・地域事務所は土・日曜日、祝日でも可。
　農林会館は、改修工事のため休館しています。
  
　　　　　　※（　）内は休館日です。

◆表紙「うだ」の字は、前田市長の自筆です。

春モミジ・カエデ観賞会
菟田野

★各種体験教室を開催します。★

31

31
旧宇太小学校

至榛原区・室生区

観賞会場

菟田野中学校

至
大
宇
陀
区

菟田野地域事務所

宇太水分神社

旧宇賀志小学校

至東吉野村
桜実神社前バス停

【交通アクセス】
◆車の場合
奈良交通桜実神社前バス停より約１㎞
◆公共交通機関の場合
近鉄榛原駅より奈良交通バス
菟田野町行き終点下車徒歩60分
杉谷・大又・新子行き桜実神社前下車徒歩20分
※詳しくは、ホームページ（http://ganshuku.
cool.ne.jp）をご覧ください。

問い合わせ 菟田野花き植木切り花研究会圃場（184‐4760）／公園課（182‐3674）

◎室生「ふるさと元気村」アーティストによる
☆竹細工体験
４月26日（土）、５月５日（祝）・11日（日）
☆切り絵教室
４月27日（日）、５月３日（祝）・100日（土）
☆折り紙教室
４月299日（祝）、５月４日（祝）・６日（休日）
定員 10名
時間 午後１時30分～３時　
費用 1,000円（折り紙教室は500円）

◎菟田野花き植木切り花研究会による
☆デジカメ写真教室 ５月８日（木）［雨天中止］
☆苔玉・寄せ植え体験 ５月３日（祝）・５日（祝）
☆染め物体験 ５月４日（祝）・６日（休日）
定員 10名
時間 午後１時30分～３時
費用 1,000円（デジカメ写真教室は500円）

期間中、ヤクシマオナガカエデの無料配布（先着30名）
を行います。皆さんのご来場をお待ちしています。（市公園課）

土・日曜日、祝日には、喫茶コーナーもあり
ますので、ご利用ください。

期間 4月26日（土）～5月11日（日）
会場 菟田野花き植木切り花研究会圃場（菟田野区宇賀志）
主催　菟田野花き植木切り花研究会
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